
 

 

                     資料３ 

農業ワーキング・グループ検討事項例（案） 
（注：「Ｈ」はホットライン関係） 

 

 

競争力のある農業、魅力のある農業、農業の成長産業化の実現を図る。ま

た、我が国の重要な資源である優良農地の多面的機能に配慮した適切な保全

と有効利用を促進する観点から、農業に係る制度の在り方について検討を行

う。 

 

＜論点例＞ 
 

○多様な担い手に対する農地の集積・集約化を目指した農地制度の在り方 

①農地の信託事業の民間開放等 

Ｈ   ②農業生産法人の要件緩和（資本、事業、役員） 

    ③法人の農地リース条件のあり方（返還に伴う諸問題等） 
 

○農地の利活用・保全における農業委員会の在り方 

④農業委員会の機能と組織 

⑤農地制度の運用実績に対する評価（耕作放棄地の解消・防止等を含む） 
 

○農業者・消費者に貢献する農協の在り方 

⑥コンプライアンス改革 

⑦農政における位置付けの明確化 
    

○その他 

   ⑧農林水産・商工関係信用保証保険制度の連携強化        等 

                                    

 

検討状況を踏まえ、必要に応じ検討項目の追加を行うものとする。 


